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令和５年１月羽島市教育委員会定例会会議録

令和５年１月２６日、令和５年１月羽島市教育委員会定例会を羽島市役所本庁舎４

階４０６会議室において開いた。

議事日程

日程第１ 会議録署名委員の指名について

日程第２ 報第 ２ 号 羽島市教育委員会の後援等承認の報告について

日程第３ ※報第 １ 号 令和４年度要保護及び準要保護児童生徒の追加認定の報

告について

日程第４ その他

１ 各課の事業進捗状況

（※印は秘密会で開催）

本日の会議に付した議事

議事日程に同じ

出席者

教育長（議長） 森 嘉 長

教育委員 黒 田 淳

教育委員 今 枝 甫

教育委員 春 日 民 奈

教育委員 今井田 裕 子

説明のため出席した職員の職氏名

事務局長 今井田 明 弘

事務局次長兼教育政策課長 小 川 隆 正

学校教育課長

兼教育支援センター長 南 部 浩 一

西部幼稚園長 安 藤 賢 治

北部学校給食センター所長 豊 田 崇 宏

南部学校給食センター所長 竹 内 弘 明

生涯学習課長 岩 田 睦 巳

図書館長補佐 髙 井 依里香

スポーツ推進課長 箕 浦 勝 博



午後２時２０分開議

日 程 発言者 発 言 の 要 旨

教育長挨拶 教育長

・ 二十歳のつどい記念式典を１月８日（日）に開催した。

・ 第１回羽島市新しい時代の学校構想検討委員会を１２月

２６日（月）に開催し、羽島市の教育の現状について、お

伝えし、意見をいただいた。

・ 新型コロナウイルス感染症及び季節性インフルエンザに

より、学級閉鎖が増加している。進学、卒業、進級に向け

て大切な時期であり、感染対策を緩めることがないよう学

校とも連携し、万全を期したい。

開 会 議長

出席委員が定足数に達していることから令和５年１月羽

島市教育委員会定例会の開会を宣言する。

報第１号について秘密会としたい旨述べ、委員の発言を求

める。（各委員から異議なしの声あり。）

異議がないので、報第１号を秘密会とすることが承認され

た旨述べる。

日程第１ 議長 本日の会議録署名委員に今枝委員を指名する。

日程第２ 議長 報第２号を議題とする旨述べ、説明を求める。

【説明】 以下の後援事業の申請者、目的、事業開催内容等を説明す

る。

【教育政策課長】

（第２８回ぎふ「太鼓」ふるさとまつり、羽島中央スポー

ツ少年団野球部創立５０周年記念式典）

【学校教育課長】

（中学生のキャリア教育のための副読本「わたしたちの地

域のお仕事ブック 岐阜県版」）

議長 委員の発言を求める。（各委員から発言なし。）

発言がないので日程第２ 報第２号の報告を終える旨述

べる。

日程第３ 議長 報第１号を議題とし、秘密会で行う旨述べる。（以下日程

第３は秘密会）

日程第４ 議長 秘密会を解く。

各課の事業進捗状況の説明を求める。

【説明】 【教育政策課長】

・ 第１回新しい時代の学校構想検討委員会について

１２月２６日（月）に開催し、羽島市の教育の現状に

ついて、お伝えし、意見をいただいた。

第２回は２月１３日（月）より開催予定であり、不登

校児童生徒への対応及び部活動の地域移行の現状等に

ついて、意見をいただく予定である。

【学校教育課長】

 ⑴ 新型コロナウイルス感染症の状況・対策について

減少傾向であるが、新型コロナウイルス感染症による



学級閉鎖に加え、インフルエンザを理由とした学級閉鎖

もあり、油断はできない。

卒業式の実施方法については、小中校長会と相談をし

ているが、国等の状況も見ながら判断していく。

 ⑵ いじめの状況について 

１２月２１日から１月２５日までの期間に報告があ

った事例は、生徒１件である。

 ⑶ 不登校の状況について 

７日以上欠席の児童は減少したが、生徒は増加してい

る。３０日以上の欠席は児童・生徒いずれも増加してい

る。

１２月から１月にかけて成果の上がった事例につい

て紹介する。

① スクールソーシャルワーカーと民生児童委員の

支援による事例で、訪問や送迎支援により、ほぼ全

欠席だった子どもが、学校へ通うことができたとい

う事例である。現在も登校は継続中である。

② 適応指導教室の教育相談による支援の事例で、全

欠席の子どもに対し、適応指導教室こだまの職員が

オンラインで学習支援を行うという事例である。

 ⑷ 交通事故・学校事故の状況について 

交通事故については、１月は１件の報告があり、父親

の運転する車に搭乗していた際の事故である。

学校事故については、１２月に１件あり、男子児童が

鬼ごっこ中に転倒し、頭部を打撲した事故である。

 ⑸ 羽島市教育実践記録について 

教育実践記録とは、教員が１年間実践してきた取組み

を論文にして提出するもので、今年度は２８名の応募が

あり、特に３０代の応募が多かった。

 ⑹ 羽島市幼保小連携推進協議会について 

１月１３日（金）に開催し、学びの連続性に配慮した

幼保小の連携のあり方、幼児教育のあり方について諮問

した。

小学校と幼稚園・保育園で様々な事項の認識やイメー

ジにズレがあるので、お互いに内容への理解を深めてい

くことで、円滑に小学校への接続が図れるのではないか

といった意見が出た。

議長 委員の発言を求める。（委員から次の通り発言、確認あり。

適宜職員等が次の通り説明し、了解を得る。）

【今井田委員】

・ スクールソーシャルワーカーや適応指導教室の先生の

活躍により、子どもたちの不登校が１人でも減っている

という成果を大変嬉しく思う。



教員としての経験則上、一般教員では時間も知識も十

分ではないため、不登校の子どもたちは専門家にお願い

したいという思いは強い。ただ、不登校の予備軍がきっ

と教室の中にいるはずで、不登校になる前に、その子ど

もたちをいかに支えていくかが重要だと思う。

以前、成功体験の話が出たが、子どもたちが本当に楽

しかったと心から言えるような何かがあれば、支えにな

るのではないか。

【春日委員】

・ 今井田委員の意見に同意する。

コロナ禍で、子どもが一生懸命になって何かをやると

いう機会や、それを発揮できる機会がないことを非常に

残念に思う。

（事務局）

・ 第２回の新しい時代の学校構想検討委員会で、不

登校になってしまった子どもたちへの支援、そし

て、新たな不登校を生み出さないための支援の２点

について、ご意見をいただく予定である。

「魅力ある学校づくり」として、居場所づくり・

絆づくりのために、子どもたちが楽しめるイベント

の実施等も含め、学校と連携していきたい。

【説明】 【西部幼稚園長】

・ 命を預かっていることを改めて自覚し、初心に立ち返

ることから、不適切な保育について再度確認し合った。

・ ＩＣＴ整備として、タブレットを使用する環境を整え

た。

【北部、南部学校給食センター長】

特になし。

【生涯学習課長】

 ⑴ 二十歳のつどい記念式典について（１月８日開催） 

午前・午後に分けて開催し、合計５４４名が参加。出

席率は７２．５％。来年度以降も、二十歳を対象に開催

予定である。

 ⑵ 第３回社会人権教育推進協議会について（１月２４日

開催）

人権教育政策指針の改訂の年度である、人権協議会委

員に承認をいただいた。

 ⑶ 不二竹鼻町屋ギャラリーについて 

１月１４日より、企画展「坂倉新平の軌跡」を開催中。

 ⑷ 歴史民俗資料館について 

１月７日から３月１９日まで「昔の暮らしと道具展」

を開催中。藁草履体験や石臼体験といった体験コーナー

で、昔の人々の暮らしを体験できるようにしている。



【図書館長】

 ⑴ 来館者数等について

１２月の来館者数は８，０８７名、貸出数は２１，６

３５冊であった。

電子書籍の利用者は３６９名、貸出数は１，９４３冊

であった。

 ⑵ 羽島市子ども読書活動推進計画第３期について 

１２月１５日から１月１７日にかけてパブリックコ

メントの募集を行ったところ、１件の意見があった。

【スポーツ推進課長】

特になし。

議長 委員の発言を求める。（委員から次の通り発言、確認あり。

適宜職員等が次の通り説明し、了解を得る。）

【今井田委員】

・ 子どもにとって、本を読むことはとても大事なことで

あるが、魅力的な図書館をつくるために、どんな工夫を

しているか、子どもたちがどれぐらい羽島市図書館を利

用しているのか、学校への本の貸出し等の取り組みはあ

るのか等、教えてほしい。

（事務局）

・ 試験的ではあるが、電子図書館を学校の子どもた

ちにも使えるよう、環境を整えているところであ

る。

また、読書週間に合わせた図書館まつりを開催し

たり、図書館内の企画コーナーでテーマを決めて本

を並べたり、手作り絵本コンテストの優秀作品を並

べたり等を行っている。

【今枝委員】

・ 図書館で、本をリクエストすると購入してもらえるサ

ービスがあるが、子どものリクエストも受け付けている

のか。また、小学校の生活科の授業の中で、地域を巡っ

て歴史民俗資料館等の施設見学に行くことがあるが、図

書館も見学の受け入れ等を行っているのか。

（事務局）

・ リクエストについて年齢制限等はなく、図書館の

利用者登録がされていれば、子どもであっても年間

１２冊まで可能である。

授業での施設見学等については、学校の先生から

申込みがあれば対応する。司書体験はコロナ禍のた

め行っていないが、職場体験は２校受け付けた。

委員の発言を求める。（各委員から発言なし。）

発言がないので日程第７ 各課の事業進捗状況の説明を

終える旨述べる。



閉会 議長 以上で本日の議事日程は全て終了したので、令和５年１月

羽島市教育委員会定例会の閉会を宣言する。

午後３時２０分 閉会

上記会議の大要を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。

令和５年１月２６日

教育長 森 嘉 長

委 員 今 枝 甫


